
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

イアンH.S.ライズ [オーストラリア]
新 保 清 久 [新潟万代]
鈴 木 武 [三条南]

会 長 野 崎 正 明
幹 事 熊 倉 高 志
Ｓ Ａ Ａ 吉 沢 栄 一

国際ロータリー会長
第 2560地区ガバナー

第４分区ガバナー補佐

皆さんこんにちは。 

今年度も残り僅かになりましたが、最後まで気を抜かずに頑張ってまいりたい 

と思います。引き続きよろしくお願いいたします。 
 

 さて、昨日は新津中央ロータリークラブの創立 40 周年記念式典が開催され、

当クラブから星野ガバナー補佐代理、熊倉幹事、そして私の 3 人で出席してまい

りました。11：15 に市役所前を出発し、2 年前に造られた会場であります大変

近代的な新潟薬科大学駅東キャンパスに地区一番のりの 12：15 に到着いたしま

した。式典開始が 13：30 分でしたので、約 1 時間 15 分程のかなりの時間を持

て余すことになりました。 

 式典は約 40 分間、司会の進行も良く、また会長を含め来賓挨拶も決して長す

ぎず適正な時間で行われまして、無駄も無く確りした素晴らしい式典であったよ

うに思います。 

 14：30 からの記念講演には、皆さんご存知の北野武ことビート武の兄で秋草

学園短期大学・学長の北野大先生が講師を務められ、テーマ「北野家の訓え」と

題して約 30 分間の短い時間でありましたが、講演されました。 

北野家は母親が父親の当主より存在が大きく勝っていたようで、内容は母親の

五つの訓えについてでありました。 

  ひとつは「実るほど頭を垂れる稲穂かな」、二つ目は「自慢 傲慢は馬鹿がする

こと」、三つ目は「一杯の酒（賄賂）で城が傾く」、四つ目は「物をもらつて怒る人

はいない」人との繫がりにおいて時には必要、そして五つ目は「欲しいときに人

は物をくれない」人間は聖人君子ではないと。 

  人の訓えは色々あるとは思いますが、天才たけしと北野大先生を生んだ母親の

言葉として納得した次第であります。 

  そして 15：20 分から道路を挟んで向かいの新津地域交流センターで、祝賀パ

ーティーが行われました。素晴らしい料理とお酒に感動して帰ってまいりました。 
 

 当クラブの５０周年記念式典も約１か月に迫ってまいりました。一人でも多く

のメンバーの皆さんと一緒に開催できます様、引き続きご理解ご協力お願いいた

します。 

本日は以上とさせていただきます 

 

 

2018. 5.21 No.2273 No.32  

出席率 

先々週の出席率 

会員50名中 29名

94.00％ (5/7)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：00―12：00 全体会議（午前の部）   

 基調講演 「会員増強のための戦略計画」  水野  功 様 （東京飛火野 RC） 

  RI 第 1,2,3 ゾーン地域別 会員増強計画プロジェクトリーダー 

13：00－14：30 分科会   

 第 1 セッション 会長、幹事、クラブ奉仕、広報、会員増強委員会 新会員 

 第 2 セッション プロジェクト委員会（職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕） 

 第 3 セッション ロータリー財団委員会  

 第 4 セッション 米山奨学委員会  

 第５セッション 青少年奉仕委員会  

14：50－16：00 全体会議（午後の部）   
    

16：30－18：00 懇親会   

野 崎 君 2017～18年度もわずかになってまいりま
した。本日は「クラブ・フォーラム」です。
田代さん頑張って下さい。

熊 倉 君 地区協に参加いただいた皆さん、
　　　　　　　　　　　　　お疲れ様でした。
本日、各セッションの発表、よろしくお願
いいたします。

星 野 君 昨日は新津中央ロータリークラブの創立

40周年に参加してきました。

野崎会長、熊倉幹事 大変お世話になり

ました。

荒 澤 君 三条祭りの関係者の皆様、ご苦労様で
した。　今年は見ている方も日焼けする
くらいの天気でよかったです。

坪 井 君 今日だけは久し振りに5月のさわやかな
気候です。BOXに協力します。

キューバ航空機墜落。　ひょっとして
メキシコ在住の息子がキューバ出張
中か？ と 案じたが、本人はアルゼン
チンに居て無事。 親はいくつになっ
ても子の事が心配です。

ＢＯＸに協力いたします。

鈴 木 君 会員皆様のご協力
                  ありがとうございました。

丸 山 ( 征 ) 君

佐藤君、銅冶君

5 月 21 日 ￥  9,000  

今年度累計 ￥ 560,000  

熊倉 高志 幹事 

先週のメークアップ

ヴィジターゲスト 

新保ガバナー事務所より 「感謝の集い」 ご案内 
［日 時］  2018 年 6 月 30 日（土）16：00～      ［会 場］ ホテルオークラ新潟 

［出席者］ 地区諮問委員、ガバナー補佐、地区役員他地区関係者 

5/15 三条北RCへ 星野健司君　 池田亜津子さん　 太田義人君　 渡辺俊明君

5/19 地区研修・協議会へ

馬塲信彦君　 熊倉高志君　 田代徳太郎君　 荒澤威彦君　 大渓秀夫君

平松修之君　 松﨑孝史君　 丸山　智君　 吉沢栄一君　 渡辺和宏君

桑原朋子さん　 永井篤利君　 田中康之君　 布施純也君　 広岡豊樹君

5/20 新津中央RC創立40周年記念式典へ　　 　星野健司君　 野崎正明君　 熊倉高志君

2018 年 5 月 19 日（土） 

於：燕三条地場産業振興センター

ー 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブからの出席者は、次年度地区役員、会長、幹事、各委員会委員長など 13 名の対象者の方と入会 3 年

未満新会員 4 名の方々です。 

午前は「全体会議」、午後は委員会ごと 5 セッションに別れ、分科会が開催されました。分科会終了後、

再び全体会議となり、各セッションリーダーから、セッションの内容報告がありました。 

午前の全体会議では、ガバナーからは、バリー・ラシン次年度 RI 会長のテーマ「インスピレーションに

なろう」についての説明がありました。 

霊感、閃き・・・ポールハリスがロータリーを始めたのも、職業奉仕、社会奉仕など奉仕が芽生えたの

も、ロータリー財団をつくったのも、ポリオ撲滅をはかったのも。 

続いて、川瀬エレクトより次年度のテーマ説明がありました。 

地区運営方針 

［クラブ基盤の強化］・・・60%以上の会員が My rotary に生年月日を入力する 

［人道的奉仕の重点化］・・・奉仕プロジェクト委員会を作り、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕委員会が協 

力連携してクラブの人道的奉仕の重点化と増加を考える 

［公共イメージと認知度の向上］・・・ロータリーの役割の周知を図る 

職業奉仕を通じた公共イメージアップを図る 

地区の数値目標 会員増強・・・前年度末比 5%純増 
  

 午前の最後は、RI 第 1、2、3 ゾーン地域別会員増強計画プロジェクトリーダーで東京飛火野クラブの 

水野功さん、山本パストガバナーと同期ガバナーの方で、「会員増強のための戦略計画」についての講演を

いただきました。 

田代徳太郎 2018－19 年度会長 

荒澤威彦 2018－19 年度クラブ奉仕委員長 

第 1 セッションの第一部はクラブ奉仕委員会で、今年度も引き続きロータリーの活動を地元メディアの協

力で多くの市民への広報活動をやってほしいとのことでした。 

会員以外の人に目にしてもらい、活動を理解してもらい、そのことが会員増強につながるということでした。 

もう一つは My Rotary の登録を多くの会員に登録をしてもらい、ロータリー活動の情報を活用してもらいた

いとのことでした。 

 第 2 セッションは会員増強委員会で、退会防止のために出席して楽しくなるロータリー活動をやってほし

いとのことでした。そして女性会員の増強を各クラブで積極的にやってほしいとのことでした。 
 

会議全体としては、スムースな運営により時間が早めになったこと、そして懇親会の重箱が好評だったこと

がよかったと思います。 

渡辺和宏 2018－19 年度米山奨学委員長 

委員長のご挨拶の後、最初にご自身も米山奨学生だった、中国出身の于 咏（ウ エイ）さんから、「報恩 奉

仕 繁栄」と題して講演をいただいた。 

彼女は名古屋大学博士課程 2 年時から 2 年間、米山奨学生。心理学博士号を取得しており、医療系専門学

校の講師を経て、現在はジブラルダ生命保険会社名古屋中央支社の営業所長を務めている。愛知ロータリーE

クラブのチャーターメンバーで、第 2 代のよねやま親善大使に就任し、堪能な語学力と行動力で、国内外のロ

ータリークラブで卓話や米山記念奨学事業の PR をしている。留学生達は受けた御恩は決して忘れない。その

後、日本に留まり活躍する人や、それぞれの母国へ戻り、外交官になって日本に再び赴任して来る人等、優秀

な人が大勢巣立っている。日本のロータリークラブ独自の奨学金制度であるこの「米山記念奨学制度」を是非

ご理解いただき、これからも継続して欲しいという内容であった。 

続いて、米山事業の紹介、米山記念奨学生選考について、寄付増進について、および奨学生・学友会につい

てなどを説明していただき、最後に馬塲信彦パストガバナーより全体を通して講評をいただいて終了した。 

ちなみに次年度の会員一人当たりの目標額は\20,000 とのことである。 


